
土の性質

物理性 化学性

生物性

土の比重（重さ）とリン酸吸収係数は反比例の関係
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団粒構造

重い土
（粘土）

排水性悪い
保水性良い

軽い土
（火山灰土）
排水性良い
保水性悪い

リン酸吸収係数

仮比重

養分バランス施肥

物理性の改善からスタートすることにより、微生物の活動環境が整い、土の団粒構造が形成
され根張りが良くなります。 そうすることにより施した肥料養分の吸収が促進され、作物が
健全に生育します。
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作物の品質や健康を高めるのが塩基（石灰・苦土・加里）
であり、その全体のバランスをとって効果を高める役割を
リン酸が担っています。
よって養分バランスの診断のポイントは、チッソと、塩基と
リン酸とのバランスです。

チッソを効率的に効かすことが施肥の最大の目的です

腐植
地力

完熟堆肥で改善完熟堆肥＋ゼオライトで改善

※苦土は、石灰と加里のバランスを取る中心にあります。
ダブルマグは、生育初期には水溶性を効かせ、後期は苦溶性を効かせます。

物理性 比重の改善！

生物性 団粒構造の形成！

化学性 保肥・保水力の向上で養分バランス施肥！



土づくり・施肥設計の手順

1.作物の生育状況や土壌について問診
2.問題があれば原因の調査・分析
3.調査結果をもとに処方箋（施肥設計）
４.使用後の点検・確認

1.仮比重を理想値に近づけるための完熟堆肥などの投入計画
2.塩基飽和度が栽培する作物に適した値かどうか検討
3.CEC・塩基飽和度を改善するための完熟堆肥などの投入計画
4.塩基バランスを整える塩基の施肥設計
5.チッソの施肥設計
6.リンサンの施肥設計

土壌診断票の数値

問診 調査・分析 処方箋（施肥設計） 点検・確認

腐植とCECの関係

腐植 ＣＥＣ

２％ → １０me

３％ → ２０me

５％ → ３０me

塩基飽和度とPH（kcl）の関係

塩基飽和度 PH（kcl）

１００％ → ７．０

８０％ → ６．５

６０％ → ５．５

理想値（０．９７～１．０６）と比較

塩基飽和度８０％で
石灰５０％：苦土２０％：加里１０％
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